
〔スポーツ庁〕 

 

女性アスリートの育成・支援プロジェクト 

 

１． 創設年度：平成 25年度 

２． 平成 29年度予算額：3.88億円 

３． 事業概要 

オリンピック・パラリンピック競技大会においては、女性が参加できる

競技種目数（メダル数）が増加している。近年の夏季オリンピック大会で

我が国の女性アスリートのメダル獲得率は男性アスリートより高い傾向

にある一方で、パラリンピック大会や冬季オリンピックでのメダル数・メ

ダル獲得率は低迷しており、早急に対策を講じる必要がある。 

そこで、女性特有の課題に着目した調査研究や医・科学サポート等の支

援プログラム、女性競技種目におけるハイレベルな競技大会の新たな開催

を通じた女性アスリートの育成、トップレベルの女性コーチの育成プログ

ラムを実施し、女性アスリートの国際競技力の向上を図る。〈委託費等〉 

 

４． 選定理由：オ（公開の場で外部の視点による検証が有効なもの） 

ロンドンオリンピック競技大会以降、全ての参加国が女性選手を派遣す

るようになったが、各国の女性アスリート間の競争はますます激しくなっ

ている。2020年東京オリンピック・パラリンピック大会に向けて残された

時間は少なく、限られた予算の中でスピード感を持って対応するためには、

より効率的・効果的に事業を進めるための検討が必要であるため。 

 

５． 想定される論点 

・現場のニーズを反映させた取組や事業内容となっているか。 

・成果の普及方策は適切なものとなっているか。 

・アウトカム・アウトプットは適切に設定されているか。 

 

※成果指標（平成 28年度） 

・金メダル獲得ランキング 

 



H28年度事業番号 0323

スポーツ庁

政策

政策目標 11

施策 ※平成２８年度事前分析表より転記

施策目標 11-3

施策の概要

達成目標１

達成目標２

事業 ※平成２８年度レビューシートより転記

事業名

事業の目的

事業概要

本事業の成果
と上位施策と
の関係

概要
世界共通の人類の文化の一つであるスポーツの振興により、生涯スポーツ社会の実現に向けて地域におけるスポーツ環境を確保するとともに、我が国の国際競技力を
向上させ、子供から大人まで心身ともに健全な明るく豊かで活力のある社会を実現する。

施策の概要及び達成目標のどこを達成しようとしているのか分かるよう、該当部分を下線・太字で表記する。

アウトカム

達成目標のうち、当該事業が具体的にどの達成目標にあたるのか分かるよう、該当部分を灰色に塗りつぶす。

我が国の国際競技力の向上

今後の夏季・冬季オリンピック競技大会における、それぞれの過去最多を超えるメダル数の獲得や、オリンピック競技大会及び各世界選手権大会にお
ける過去最多を超える入賞数の実現、パラリンピック競技大会における日本代表選手の活躍等を目指し、トップアスリートへの支援を行う。また、国際
競技大会等の招致・開催等を通じた国際交流・貢献を推進する。

トップアスリートを発掘・育成・強化するため、スポーツ団体や強化・研究関係機関、地域等との連携により、ジュニア期からトップレベルに至る体系的
かつ戦略的な支援を強化する。

オリンピック競技大会、パラリンピック競技大会等の国際競技大会等の積極的な招致や円滑な開催、国際的な情報の収集・発信、国際的な人的ネット
ワークの構築等を行う。

施策の達成目標と当該事業の目的・事業概要の関連を整理し、また当該事業の成果と上位施策との関係を明確にする。

当該事業の目的・概要・アウトカム・アウトプットのうち、どこが特に関連しているか分かるよう、該当部分を下線・太字で表記する。

定量的な成果目標 平成28年度夏季オリンピック競技大会の金メダル獲得ランキングにおいて過去最高を目指す

成果指標

定量的な成果目標

政策・施策・事業整理票

スポーツの振興

平成29年度冬季オリンピック競技大会の金メダル獲得ランキングにおいて過去最高を目指す

成果指標 金メダル獲得ランキング

金メダル獲得ランキング

女性アスリートの育成・支援プロジェクト

「スポーツ立国戦略」（平成22年8月26日文部科学省策定）及び「スポーツ基本計画」（平成24年3月30日文部科学省策定）に掲げる目標の一つである「夏
季・冬季オリンピック競技大会それぞれにおける過去最多を超えるメダル数の獲得」の実現を図るため、国内外の女性スポーツに関する情報の収集、
データベース化を行うとともに、女性特有の課題解決に向けた調査研究を行うなどの取組を推進し、支援の充実に努め、女性アスリートのさらなる競技力
向上を支援する。

オリンピック競技大会においては、女性が参加できる競技数（メダル数）が増加しており、特に、近年の夏季大会で我が国の女性アスリートのメダル獲得
率は男性アスリートより高い。こうした分野における競技力の向上は、重要な課題となってきているが、女性アスリートに対する効果的な支援の在り方に
ついてはいまだ研究・開発の途上にある。
　そこで、女性特有の課題に着目した女性アスリートの戦略的強化に資する調査研究や、女性競技種目における戦略的かつ実践的な強化のためのモ
デルプログラムによる女性アスリートの育成、女性特有の課題に対応した医・科学サポート等に関するモデル支援プログラムを実施し、女性アスリート
の国際競技力の向上を図る。

本事業は、女性アスリートの戦略的強化に資する調査研究や強化プログラムおよび医・科学サポート等の支援プログラムを実施することで、女性アスリー
トの競技力の向上を図ることを目的としているものであり、競技力の向上がオリンピック競技大会での金メダル獲得ランキングの向上につながる。

アウトプット

①女性アスリートの戦略的強化に向けた調査研究
調査研究件数

③女性特有の課題に対応した支援プログラム
支援プログラムを実施した女性アスリート数

②女性競技種目戦略的強化プログラム
各女性競技種目での戦略的強化プログラム作成数
※女性競技種目（スケルトン、飛込、ハンドボール）の戦略的強化プログラムは27年度で終了したため、当指標は
廃止



（ ）

2020年東京オリパラ

年度

25年度 26年度 27年度
中間目標 目標最終年度

29 年度

17 - - - -

10 - - 10 -

-

-

スポーツ基本計画（平成24年3月30日策定）
スポーツ立国戦略（平成22年8月26日策定）

25年度 26年度 27年度
目標最終年度

- -

-

- -

-

- -

5

-

▲0.1 -

380 420

関係する計画、
通知等

達成度

中間目標

28

　 0323

年度-

- 年度

-

-

-

58.8 - - - -

平成２８年度行政事業レビューシート 文部科学省

執行額

467.3 412.7 378 380 420

355.6 358.5

執行率（％） 30% 86% 95%

平成29年度冬季オリンピッ
ク競技大会の金メダル獲得
ランキングにおいて過去最
高を目指す

金メダル獲得ランキング

成果実績 順位

目標値

平成２５年度
事業終了

（予定）年度 終了予定なし

主要経費

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度以

内）

　「スポーツ立国戦略」（平成22年8月26日文部科学省策定）及び「スポーツ基本計画」（平成24年3月30日文部科学省策定）に掲げる目標の一つである「夏季・
冬季オリンピック競技大会それぞれにおける過去最多を超えるメダル数の獲得」の実現を図るため、国内外の女性スポーツに関する情報の収集、データベー
ス化を行うとともに、女性特有の課題解決に向けた調査研究を行うなどの取組を推進し、支援の充実に努め、女性アスリートのさらなる競技力向上を支援す
る。

前年度から繰越し - -

成果実績

目標値

成果指標 単位

順位

順位

378.1

予算額・
執行額

（単位:百万円）

26年度 27年度

-

-

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

　オリンピック競技大会においては、女性が参加できる競技数（メダル数）が増加しており、特に、近年の夏季大会で我が国の女性アスリートのメダル獲得率
は男性アスリートより高い。こうした分野における競技力の向上は、重要な課題となってきているが、女性アスリートに対する効果的な支援の在り方について
はいまだ研究・開発の途上にある。
　そこで、女性特有の課題に着目した女性アスリートの戦略的強化に資する調査研究や、女性競技種目における戦略的かつ実践的な強化のためのモデルプ
ログラムによる女性アスリートの育成、女性特有の課題に対応した医・科学サポート等に関するモデル支援プログラムを実施し、女性アスリートの国際競技力
の向上を図る。

- -

467.3

- -

- -

金メダル獲得ランキング

25年度

順位

- -

補正予算

成果目標及び成
果実績

（アウトカム）

成果指標 単位

成果目標及び成
果実績

（アウトカム）

定量的な成果目標

事業番号

女性アスリートの育成・支援プロジェクト 担当部局庁 スポーツ庁 作成責任者

事業開始年度

委託・請負

担当課室 競技スポーツ課
競技スポーツ課長
先﨑　卓歩

事業名

会計区分

28年度

-

翌年度へ繰越し -

計

文教及び科学振興

-

138.3

予備費等

412.7

平成28年度夏季オリンピッ
ク競技大会の金メダル獲得
ランキングにおいて過去最
高を目指す

実施方法

定量的な成果目標

29年度要求

予算
の状
況

当初予算

％

達成度 ％

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
－

主要政策・施策

一般会計



計算式
　　執行額/
プログラム
作成数

0

計

（2）－③女性特有の課題に対応した支援プログラム
事業執行額／女性アスリート数

単位当たり
コスト

諸謝金

委員等旅費

単位当たり
コスト

算出根拠

円

単位

-

1,521,037

27年度

28年度活動見込

6 5 15 10

25年度 26年度

26年度 27年度

5 10 14

25年度 26年度 27年度 28年度活動見込

2,815,668 2,758,122

主な増減理由

28年度活動見込

25年度

18

0

419.7

歳出予算目

0.1

単位当たり
コスト

44,129,963/16 34,983,860/23 58,300,000/18

平
成
2
8
・
2
9
年
度
予
算
内
訳

（
単
位
：

百
万
円

）

30,972,344/11

職員旅費 0.1

29年度要求

活動指標及び活
動実績

（アウトプット）

活動指標 単位

（2）－③女性特有の課題に対応した支援プログラム
支援プログラムを実施した女性アスリート数

活動実績

人

28年度活動見込25年度 27年度

11 16 23

26年度

円

人

当初見込み

（2）－②女性競技種目戦略的強化プログラム
各女性競技種目での戦略的強化プログラム作成数
※女性競技種目（スケルトン、飛込、ハンドボール）の戦
略的強化プログラムは27年度で終了したため、当指標
は廃止

活動実績 本

当初見込み 本

件

単位

活動指標及び活
動実績

（アウトプット）

単位

活動実績

0.1

件

当初見込み

0.1

379.7

28年度当初予算

3,238,888

0.1

193,770,000/10 195,494,199/14

28年度活動見込

　　執行額/
女性アス
リート数

18,264,000 -

　　執行額/
研究件数 12,771,836/10

単位

単位当たり
コスト

127,848,000/7

14,153,524 19,377,000 13,963,871 1,277,183

25年度 26年度 27年度 28年度活動見込

単位当たり
コスト

（2）－②女性競技種目戦略的強化プログラム
事業執行額／戦略的強化プログラム作成数

スポーツ振興事業委託費

12,205,000

算出根拠

70,767,621/5

25年度 26年度 27年度

20,650,000

計算式

計算式

36,615,000/3 123,900,000/6

　調査研究において、2020年東京大会の競技、パラリンピック競技、競技スポーツと学業
の両立支援に関連するテーマの充実を図るため。また、新たに女性スポーツ医学の普及
啓発プログラムを策定し、ジュニア期の女性アスリートが健康にスポーツ活動ができるよ
う、産婦人科医等に対し講習会を実施するため。

（2）－①女性アスリートの戦略的強化に向けた調査研
究
調査研究件数

算出根拠

活動指標

380 420

庁費

活動指標及び活
動実績

（アウトプット）

円

活動指標

6 -

（2）－①女性アスリートの戦略的強化に向けた調査研
究

事業執行額／調査研究件数

3 6 7

6 6

10 11 11

0.1

単位当たり
コスト

単位



政
策
評
価

経
済
・
財
政
再
生

ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

政
策
評
価

、
経
済
・
財
政
再
生
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
関
係

- - - - -

K
P
I

(

第
二
階
層

）

ＫＰＩ
（第二階層）

単位
計画開始時

27年度 28年度
中間目標 目標最終年度

- 年度 - 年度 - 年度

-

成果実績 - - - - - -

目標値 - - - - - -

達成度 ％

年度 29 年度

実績値 位 -

施策 １１－３．我が国の国際競技力の向上

政策 １１．スポーツの振興

定量的指標 単位 25年度 26年度 27年度

測
定
指
標

定量的指標 25年度
年度

中間目標 目標年度

-

本事業の成果と上位施策・測定指標との関係

本事業は、女性アスリートの戦略的強化に資する調査研究や強化プログラムおよび医・科学サポート等の支援プログラムを実施することで、女性ア
スリートの競技力の向上を図ることを目的としているものであり、競技力の向上がオリンピック競技大会での金メダル獲得ランキングの向上につなが
る。

-

28

改革
項目

分野： -

26年度 27年度

-

ＫＰＩ
（第一階層）

-

-

-

達成度 ％ -

位

-

単位

-

夏季オリンピック競技大会における金メダル獲得ランキ
ング

冬季オリンピック競技大会における金メダル獲得ランキ
ング

実績値 17 - -

目標値 位 10 -

年度

- -

10

目標年度

成果実績

-

中間目標

年度

-

- -

年度

-

目標値 位

K
P
I

(

第
一
階
層

）

- -

本事業の成果と改革項目・KPIとの関係

- - -

単位
-

計画開始時
27年度 28年度

- - -

年度

-

-

目標値

中間目標

5

目標最終年度

-



事業所管部局による点検・改善

地方自治体、民間等に委ねることができない事業なのか。

政策目的の達成手段として必要かつ適切な事業か。政策体系の中で優先度の高い
事業か。

競争性が確保されているなど支出先の選定は妥当か。　

評価に関する説明

同上

国
費
投
入
の
必
要
性

同上

関連する事業がある場合、他部局・他府省等と適切な役割分担を行っているか。（役
割分担の具体的な内容を各事業の右に記載）

○ 同上

○

○

無

○

一般競争入札、総合評価入札又は随意契約（企画競争）による支出のうち、
一者応札又は一者応募となったものはないか。

競争性のない随意契約となったものはないか。

所管府省・部局名

同上

点
検
・
改
善
結
果

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

○

受益者との負担関係は妥当であるか。

○

当該事業は、我が国のトップアスリートが世界の強豪国に競
り勝ち、確実にメダルを獲得することができるよう、メダル獲
得が期待される競技をターゲットとして、多方面から専門的
かつ高度な支援を戦略的・包括的に実施するものであり、効
果的かつ実効性の高いものとなっている。

事業番号

関
連
事
業

‐

事
業
の
有
効
性

成果実績は成果目標に見合ったものとなっているか。

資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

不用率が大きい場合、その理由は妥当か。（理由を右に記載）

単位当たりコスト等の水準は妥当か。

本事業は、スポーツ基本計画の「ジュニア期からトップレベル
に至る戦略的支援の強化」においてその必要性が明記され
ており、政策の優先度が極めて高い事業である。

同上

事業の目的は国民や社会のニーズを的確に反映しているか。

無

改善の
方向性

　女性アスリートの戦略的強化に向けた調査研究、女性競技種目戦略的強化プログラム及び女性特有の課題に対応した支援プログラムの3つ
の事業の経年の成果を踏まえ、それぞれのメニューが有機的に連携できるような取組や仕組みが必要であるとともに、より多視点からの女性
特有の課題に取り組んでいただけるような取組や仕組みが必要である。

　ソチ冬季オリンピック競技大会では、目標のメダル獲得に届かなかったが、国外開催の冬季オリンピック競技大会では過去最多の金メダル1
つを含む8個のメダルを獲得することができた。このことから、女性アスリートについて多方面から専門的かつ高度な支援を戦略的・包括的に実
施した結果、一定の成果があったものである。
　また、女性アスリートの育成・支援に関する事業で支援したアスリートがソチ冬季オリンピック競技大会でメダルを獲得したところであり、女性
の特有な課題に着目した支援の成果がうかがえる。

○

事
業
の
効
率
性

その他コスト削減や効率化に向けた工夫は行われているか。

○整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

事業実施に当たって他の手段・方法等が考えられる場合、それと比較してより効果
的あるいは低コストで実施できているか。

事業名

‐

同上

○

同上

○

支出（委託）先の選定に当たっては、十分な公募期間を確保
した上で公募（企画競争）を実施しており、その妥当性や競
争性を確保しているところである。
　また、契約に当たっては、事業経費の費目・使途の内容を
厳正に審査するなど、その必要性や妥当性について適切に
チェックを行っている。

○

点検結果

評　価項　　目

トップアスリートの活躍は、国民に誇りと喜び、夢と感動など
をもたらすものであるため、国際競技力の向上に資する本事
業は、広く国民のニーズがある事業である。

○

活動実績は見込みに見合ったものであるか。

同上

オリンピック競技大会の金メダル獲得ランキングにおいて過
去最高を目指すといった成果目標を達成するためには、ナ
ショナルレベルのアスリートを対象に、競技団体及び強化・
研究関係機関と連携を図りながら事業を進める必要がある
ことから、国が総合的に推進していく必要がある。

○



平成22年度

スポーツ基本計画について：http://www.mext.go.jp/a_menu/sports/plan/index.htm
予備費等欄の「▲0.1百万円」については、新組織への予算の移し替えによる補正減

事
業
内
容
の

一
部
改
善

１．事業評価の観点：本事業は、「過去最多のメダル数の獲得」の実現を図るため、国内外の女性スポーツに関する情報の収集、データベース化
を行うとともに、女性特有の課題解決に向けた調査研究を行うなどの取組を推進し、支援の充実に努め、女性アスリートのさらなる競技力向上を
支援することを目的としており、事業評価に当たっては予算執行状況の観点等から検証を行った。

２．所見：オリンピック競技大会における過去最多を超えるメダル数の獲得に向けて、競技団体及び強化・研究関係機関と連携を図ることが重要で
あり、スポーツ基本計画にもその必要性が明記されていることから、国の事業としての必要性は認められる。しかしながら、女性アスリートのさらな
る競技力向上を支援するという事業目的に対し、メダル獲得数と金メダル獲得ランキングだけが成果目標というのは、限定的すぎると思料される
ため、女性アスリートに重点化あるいは国際的水準等から算出した具体的かつ客観的な目標設定と、それを達成するための戦略的な取り組みが
必要であり、引き続き成果目標及び成果実績を工夫、改善するべきである。

備考

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

行政事業レビュー推進チームの所見

平成25年度

執
行
等
改
善

344

外部有識者の所見

平成26年度

外部有識者点検対象外

我が国と同様に女性アスリートの競技力向上に取り組む諸外国のスポーツ政策を調査するとともに、第２期スポーツ基本計画の策定状況を鑑み
ながら、より具体的かつ客観的な目標設定について検討していく予定である。

関連する過去のレビューシートの事業番号

352

平成24年度

平成27年度新25-0030

平成23年度



※平成27年度実績を記入。執行実績がない新規事業、新規要求事業については現時点で予定やイメージを記入。

　　なお、金額は単位未満四捨五入して記載していることから、合計が一致しない場合がある。

資金の流れ
（資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する）
（単位：百万

円）

スポーツ庁
３５８．５百万円

職員旅費等　0.2百万円を含む

　女性特有の課題に着目した女性アスリートの戦略的強化に資する調査研究
や、女性競技種目における戦略的かつ実践的な強化のためのモデルプログラ
ムによる女性アスリートの育成、女性特有の課題に対応した医・科学サポート
等に関するモデル支援プログラムを実施し、女性アスリートの国際競技力の向
上を図る。

Ａ．女性競技種目戦略的強化
プログラム：１２７．８百万円

独立行政法人日本スポーツ振興センター

B．女性スポーツの戦略的強化に向けた
調査研究調査：１９５．５百万円

独立行政法人日本スポーツ振興セン
ター他（全９団体）

C．女性特有の課題に対応した支
援プログラム：３５．０百万円

独立行政法人日本スポーツ振興
センター

【随意契約・再委託】

D．学校法人順天堂
他（全10団体）
２４．０百万円

【女性アスリートの育成・支援（女性
競技種目戦略的強化プログラム）】

　女性アスリートの国際競技力の向
上を図るため、女性競技種目におけ
る戦略的かつ実践的な強化のため
のモデルプログラムを策定し、女性ア
スリートの育成を図る。

【女性アスリートの育成・支援（女
性アスリートの戦略的強化に向け
た調査研究）】

　女性アスリートの国際競技力の
向上を図るため、女性特有の課
題の解決に向けた調査研究、女
性アスリートや指導者等に有効な
国内外の女性スポーツに関する
情報データベースの構築など、女
性アスリートの戦略的強化に向け
た調査研究を実施し、その成果を
女性アスリートや指導者等に有効
なものとして還元する。

【女性アスリートの育成・支
援（女性特有の課題に対
応した支援プログラム）】

　女性アスリートの国際競
技力の向上を図るため、
女性特有の課題を抱えて
いる女性アスリートを対象
に、各課題に対応した医・
科学サポート等に関するモ
デル支援プログラムを実
施する。

※表示単位未満四捨五入の関係で積み上げとは一致しな

【随意契約（その他）･委託】 【随意契約（企画競争）・随意契約（その他）･委 【随意契約（その他）･委託】

※平成27年10月にスポーツ庁発足であるため、表記の都合上、

一律「スポーツ庁」と記載。



計 35 計 8

賃金 事務スタッフ賃金 2

印刷製本費 パンフレット作成費等 1

その他 消耗品費、会議費、通信運搬費等 2

旅費 外部協力者、講師等 2

消費税相当額 人件費等不可税相当分 2

諸謝金

D.学校法人順天堂

費　目 使　途

雑役務費 ソフト開発費、データ加工費等

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額

が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

3

金　額
(百万円）

費　目 使　途

A.独立行政法人日本スポーツ振興センター B.独立行政法人日本スポーツ振興センター

薬代、検査消耗品、書籍等

19

人件費等不可税相当分 2

一般管理費

45

講師、コーチ、マネージャー等 9

雑役務費 プログラム開発、情報発信等 9

プログラムマネージャー、トライアルアスリー
ト、事務スタッフ賃金

旅費 コーチ、アスリート、協力スタッフ旅費

賃金

人件費等不可税相当分

損借料 会場使用料、機器使用等 3

消費税相当額

一般管理費 事業経費総額の6.56％ 8

設備備品費

賃金
契約医師本給、健康保険、厚生年金、児童
手当等

雑役務費

4

治験実験費用等

一般管理費 事業経費総額のの6.56％

賃金

5

薬分析費、検体検査、学会参加費等

事業経費総額のの6.56％ 3

再委託費 10

1843

プログラムマネージャー、栄養スタッフ、事
務スタッフ賃金

23

旅費 契約研究員、選手、協力者

その他

消耗品費

その他
消耗品費、印刷製本費、会議費、通信運搬
費

3

6

機器 2

諸謝金

計 128 計 70

印刷製本費、通信運搬費、会議費 2

被験者、研究協力者 2

借損料 機器尺用等

消費税相当額

諸謝金

5

C.独立行政法人日本スポーツ振興センター

雑役務費 ｼｽﾃﾑ改修、保育利用等 1

印刷製本費 報告書等 1

その他 損借料、消耗品費、会議費 2

2

外部協力者、講師、委員等 2



支出先上位１０者リスト
A.

B

女性競技種目戦略的強化
プログラム

5011105002256 127.8

支　出　額
（百万円）

支　出　先 業　務　概　要

- 100％

法　人　番　号
入札者数
（応募者

数）
落札率契約方式

随意契約
（その他）

6

7

4

5

6011005003361
女性アスリートの戦略的強
化に向けた調査研究

14.2
随意契約
（その他）

- 100％

8

9

5010005002341
女性アスリートの戦略的強
化に向けた調査研究

10.9
随意契約
（その他）

- 100％

8010005002330
女性アスリートの戦略的強
化に向けた調査研究

12.9
随意契約

（企画競争）
8 100％

5011105000953
女性アスリートの戦略的強
化に向けた調査研究

12.7

3

1

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式
入札者数
（応募者

数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

5011105002256
女性アスリートの戦略的強
化に向けた調査研究

70
随意契約
（その他）

-

随意契約
（その他）

- 100％

5010905000774
女性アスリートの戦略的強
化に向けた調査研究

18
随意契約
（その他）

- 100％

2

100％

-
女性アスリートの戦略的強
化に向けた調査研究

33.9

1

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1380005002234
女性アスリートの戦略的強
化に向けた調査研究

12.8
随意契約

（企画競争）
8 100％

随意契約
（企画競争）

8 100％

2190005003044
女性アスリートの戦略的強
化に向けた調査研究

10
随意契約

（企画競争）
8 100％

（独）日本スポーツ振
興センター

（公財）法人日本体
育協会

学校法人専修大学

学校法人順天堂

（独）日本スポーツ振
興センター

学校法人日本体育
大学

（独）国立病院機構
西別府病院

学校法人早稲田大
学

国立大学法人福島
大学

国立大学法人三重
大学



C

D

国庫債務負担行為等による契約先上位10者リスト

8

9

6

7

（公社） 日本ウエイト
リフティング協会

3011005003760
国体における女子種目実
施調査

0.7
随意契約
（その他）

- 100％

10
（公財）日本レスリン
グ協会

8011005000332
国体における女子種目実
施調査

0.3
随意契約
（その他）

- 100％

（公財）日本水泳連
盟

8011005003731
国体における女子種目実
施調査

0.5
随意契約
（その他）

- 100％

1

4

5

2

3

株式会社LSIメディエ
ンス

1010401068675
ドーピング検査による影響
の調査研究

6.8
随意契約
（その他）

- 100％

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式
入札者数
（応募者

数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 5011105002256
女性特有の課題に対応し
た支援プログラム

35
随意契約
（その他）

- 100％

支　出　先

法　人　番　号 業　務　概　要
契約額

（百万円）
契約方式

入札者数
（応募者

数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（契約額10億円以上）

1 - - - - - - -

ﾌﾞﾛｯｸ
名

-

契　約　先

法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式
入札者数
（応募者

数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

学校法人順天堂 8010005002330
高身長に係る調査・分析・
プラグラム開発

7.7
随意契約
（その他）

- 100％

国立大学法人富山
大学

4230005003054
無月経時に関する調査研
究

3.6
随意契約
（その他）

- 100％

（公財）日本自転車
競技連盟

3011005000304
国体における女子種目実
施調査

1.7
随意契約
（その他）

- 100％

（公財）日本ラグビー
フットボール協会

2010405003181
国体における女子種目実
施調査

1.6
随意契約
（その他）

- 100％

（一社）日本ボクシン
グ連盟

3011005000089
国体における女子種目実
施調査

0.6
随意契約
（その他）

- 100％

学校法人別府大学 6320005002689 栄養管理システム構築 0.5
随意契約
（その他）

- 100％

（独）日本スポーツ振
興センター



別紙３

D

学校法人順天堂
高身長に係る調査・分析・
プラグラム開発

7.7
随意契約
（その他）

1 100％

株式会社LSIメディエ
ンス

ドーピング検査による影響
の調査研究

6.8
随意契約
（その他）

1 100％

国立大学法人富山
大学

無月経時に関する調査研
究

3.6
随意契約
（その他）

1 100％3

2

1

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式
入札者数

（応募者数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

6

5

4
（公財）日本自転車
競技連盟

国体における女子種目実
施調査

1.7
随意契約
（その他）

1 100％

（公財）日本ラグビー
フットボール協会

国体における女子種目実
施調査

1.6
随意契約
（その他）

1

9

8

7

学校法人別府大学 栄養管理システム構築 0.5
随意契約
（その他）

1 100％

（公財）日本水泳連
盟

国体における女子種目実
施調査

0.5
随意契約
（その他）

1 100％

100％

（公社） 日本ウエイト
リフティング協会

国体における女子種目実
施調査

0.7
随意契約
（その他）

1 100％

（一社）日本ボクシン
グ連盟

国体における女子種目実
施調査

0.6
随意契約
（その他）

1 100％

10
（公財）日本レスリン
グ協会

国体における女子種目実
施調査

0.3
随意契約
（その他）

1 100％



女性アスリートの育成・支援プロジェクト

オリンピック競技及びパラリンピック競技における女性アスリートに対する効果的な育成や支援の在り方についてはまだ研究・開発の途上にあ
り、２０２０年東京オリンピック・パラリンピック競技大会等へ向けてスピード感をもって取り組む必要がある。
そこで、女性アスリートの国際競技力向上を図るため、女性特有の課題に着目した女性アスリートの戦略的強化に資する調査研究や医・科学サ

ポート等の支援プログラム、産婦人科医等に向けた女性スポーツ医学の普及啓発プログラムを実施する。また、女性競技種目における戦略的かつ
実践的な強化プログラムや女性エリートコーチの育成プログラムを実施する。

女性特有の課題の解決に向けた調査研究など、女性アスリートの戦略的強化
に資する調査研究を実施し、その成果を女性アスリートや指導者等に還元する。
特に、2020年東京大会追加競技、パラリンピック競技に関連する調査研究の
充実を図る。

女性アスリートの戦略的強化に向けた調査研究

（ 前 年 度 予 算 額：380,000千円）
29 年 度 予 定 額：388,000千円）

女性競技種目において不足して
いる競技大会をモデルプログラム
として実施することにより、高水
準の競技機会と教育プログラムを
提供し、女性アスリートの国際競
技力向上を図る。

・女性特有の疾患、障害、疾病等に
おける医学サポート

・成長期における医・科学サポート
（競技団体への巡回サポートを
新たに開始）

・妊娠期、産前・産後期、子育て期
におけるトレーニングサポート

・女性アスリート支援カンファレン
スの開催

女性特有の視点とアスリートと
しての技術・経験を兼ね備えた女
性エリートコーチを育成するため、
引退を予定している女性アスリー
トにエリートコーチ育成モデルプ
ログラムを策定・実施する。

女性アスリート強化プログラム 女性エリートコーチ育成プログラム女性アスリート支援プログラム

女性アスリート戦略的強化・支援プログラム

ジュニア期の女性アスリートが健
康にスポーツ活動ができるよう、産
婦人科医等に対し、女性スポーツ医
学の普及啓発プログラムを策定・実
施する。

女性スポーツ医学普及啓発
プログラム（新規）



１１－３「我が国の国際競技力の向上」の施策マップ

施策の実施理由 活動内容 効果 目標

戦略的・効果的なア
スリートの育成・強化

（達成目標１）

トップアスリートを
発掘・育成・強化す
るため、スポーツ団
体や強化・研究関
係機関、地域等と
の連携により、ジュ
ニア期からトップレ
ベルに至る体系的
かつ戦略的な支援
を強化する

【Sport for Tomorrow等推進プログラム】

（施策の概要）

今後の夏季・冬季
オリンピック競技大
会における、それ
ぞれの過去最多を
超えるメダル数の
獲得や、オリンピッ
ク競技大会及び各
世界選手権大会に
おける過去最多を
超える入賞数を目
指し、トップアス
リートへの支援を
行う。また、国際競
技大会等の招致・
開催等を通じた国
際交流・貢献を推
進する

（達成目標２）

オリンピック競技大
会、パラリンピック
競技大会等の国際
競技大会等の積極
的な招致や円滑な
開催、国際的な情
報の収集・発信、国
際的な人的ネット
ワークの構築等を
行う

国際競技団体等にお
ける重要事項の決定
過程における発言力
の拡大・強化

国際スポーツ界にお
ける日本のプレゼン
スの向上

Sport for Tomorrowプ

ログラムによるスポー
ツ国際貢献

選手活動への医・科
学，情報等を用いた
サポート

【マルチサポート事業】

競技団体による選手
強化活動への支援

【競技力向上事業】

【国際情報戦略強化事業】

国際競技団体等にお
ける日本人役員の数
を増加させる

国際競技団体に日本
のスポーツ関係者の
意向を反映させる必
要

スポーツの価値，オリ
ンピック・パラリンピッ
ク・ムーブメントを全
世界に広げる必要

選手強化費の配分を
より戦略的・効果的に
行う必要

多方面からの高度な
支援を行う必要

選手の強化・研究活
動拠点の整備，その
在り方についての検
討が必要

選手の強化・研究活
動拠点の整備

【NTC競技別強化拠点事業】


























